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これまでの都の取組

平成18年2月 総合物流ビジョン 平成29年9月 都市づくりのグランドデザイン

 総合物流ビジョン(H18年)や、都市づくりのグランドデザイン(H29年)に具体的な
取組を示し、物流の効率化を促進



総合物流ビジョン（平成１８年２月）

 図 物流効率化に向けた５つの取組 
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 東京都が進めるべき物流対策の方向性は、「物流効率化に向けた５つの取組」
 「地域の活性化に向けた物流対策の推進」は、荷さばきスペースの確保など、
地域での取り組みを支援する地区物流の取組である。



総合物流ビジョン（平成１８年２月）

 （事例）荷さばきスペース拡充プロジェクト
・都内全域でのコインパーキングにおける荷さばき利用に向けた仕組みをつくるな
ど、民間と連携して荷さばきスペースを拡充し、地区での物流効率化や、まちの
交通混雑緩和を図る。

《参考》荷さばきスペース拡充プロジェクトのイメージ



都市づくりのグランドデザイン（平成２９年９月）： 地区物流の取組

 （事例）交通不便地域の物流機能を確保する。
・貨物輸送の共同化や公共交通を活用した貨客混載の取組を促進するなど、交通
不便地域の物流機能を確保する。
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総合的な駐車対策の在り方（令和４年３月）



東京都が実施してきた地区物流の取組例

《参考》コインパーキングにおける荷さばき利用に向けた仕組み



東京都が実施してきた地区物流の取組例

 東京都では、社会実装に向けて、奥多摩町内の路線バスで、宅配便の荷物を運ぶ
「貨客混載」の実証実験を行いました。貨客混載を行うことにより、宅配便荷物の
輸配送効率向上に加え、配送ドライバーの労働時間削減等の効果が期待されます。


